
1 基 本 的 方 針

(1)道 徳教育等 の充実

児童の 常かな情liと 道徳心 を培い、心 の通 う対 ソ、交Miの 素地 を養 うことが い じめ
の防止に資す る ことを踏 まえ、全ての教育活 Illを ,■ した道徳教育及び体験活動の充
実 を図る。

12)早 期発見及び迅速な解決 のための措置
児童に対す る定期的な調査や面談 その他 の必 要な‖1置 を講ず る。
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い じめの防止等 のための対策 に関す る基本的な方策
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い じめ を行 った 児 :ヒ ヘ の指導 、 lI護 者へ の L ll言  |ri」

(3)

14)

(5)

(6)

(7)

相談体 制 の充実

対策 委 員会 を設置 し 教職 員で共通理解 を図 り 実践 に当た る。

イ ンター ネ ッ ト等 の い じめの対策

掲示 版 ブ ログ、ブ ロフ、ライ ン等 へ の誹謗  中傷の 書き込み 個 人情報 の流 失
な りす ま し等へ の対応 (情 報 モ ラル教育 の推 lFr)を 行 う .

校 内研 修 の推進

資 料 の活用等 によ る校 内研修 の充実 を図 る。

啓発活動 の継続

学校 にお けるい じめへ の対 l lt方 創 、情報 を ‖頃か ら学校 だよ り、 ホー プ、ベー ジ

保 護者 会等 で積 lli・ 的 に公 表 し、保 護者や lL域 及 び関 係 lt月 の理解 や l」 l力 を得 る .

教師 の資質 の向上

教 師 自らが 日頃の 言動 を振 り返 る とと もに、 い じめ t71早 期 発 見 迅速な対応 を図
り 実 rt力 を培 う。

2 具 体 的 な 方 策

(1)道 徳教育等 の充実
いじめに取 り組■3姿勢 は 人権 尊重の精利 を貫 いた教育活動 を展開す ることで あ

る。道徳教育を通 し、生命尊重 を重点項 目と し 道徳的な心 1占 、 |」 断力、実践意欲
と態度な どの道徳性 を養 い 道徳的実践 力の育成 に努める。

また、学級活 IIJの 時間等 にテーマ (例 えばい じめ)を 設け、児市との対話 を重視 し
た活動 を取 り入れ るな ど 日頃の活動 を大 切にす る。

12' い じめへ の対応

い じめの事実確認
いじめ を受 けた 児童 保護者への支援

【個への対応】
IDい じめの llえ の受け Lめ 1本 人からの訴えはせっ

□いじめの定義
「児童が ‐定の 人間関係のある者か ら、心 I望 的、物班!的 な

影響 を受 けた ことによ り、心身の 占痛 を感 じて いζ)も の

(イ ンター ネッ トを通 じて行われ る ものを含む ,J

ば,浩 ま :,た 状態)



ilし やす い雰 世J気 をつ くる。
先 人観 を もたな い .

Ill手 の 言葉 を待 つ .

質 問は少な く内容 を整埋 す る程 度 にす る。
ll‐ 手な解 釈  評価  批 評 は しな い。

0い じめ られ て いる児 童を守 るための指導
常に注意 を向 け、気 にな ることがあ った らす ぐにその場 に行 く,

つ らさや悔 しさを受 け Iし め、 言葉 を返す。
周 F‖ にどう しては しいのか、心配な ことは何かな どの気持 ちを聞 き取 る .

いじめの事実関係 を明 らか にす る際にはそれぞオ1の 児童が置か llて いる |た rLを 踏
まえ、一 人 人の児 童の気持 ちに配慮する。

0い じめて いる児童への心理 を把握 した指導
不満や不安等、その思 いを聞き取 る。
い じめは絶

“

|に 許 さオiな い行為である ことを理解 させ る。
④ l.lレ‖の児 童の心押Iを 把握 した指導

いじめは絶対 に許 さな いという教師の強 |)思 いを伝える。
学級全体 にい じめ とは何か ということを 具体 的に伝え 理解 させ る .

児童の気持 ちを聴 き、いじめの解決 を lLす。
見て見ぬも、りをす ることはい じめの助 長につなが ることを 1里 llさ せ る。
友達 のいいな りにな らず  自分の意志で行動す る ことの大 Llさ に気イJか せ る。

人一人をか けが えのな い存在 と して尊 重 し、温かな 人間関係 を築 くとともに安
心 して生活 できるよ うにする。

0い じめの様相 の変化への継続 した指導
継続的 に声 をか け、援助す る。
い じめた児十が内省 し、変容する姿 を評イ11す る。

【組 織 的 な対 応 】

0い じめ られ て いる児 童の安 全TE保
・ 自ら訴えて きた ことを温か く受 け しめ、い じめか ら全力で守 ることを約 束す る .

い じめの内容や つ らい思 いな どを親身にな って聞き 安心感 をもたせる。
本人の活躍 を認め rlま す ことによ って 自信 をもたせ 存在感 を 味わわせ る。

② 保護者 との連携

保護者の悩みや気持 ちを真摯 に受 け止め、信頼関係 を深める。
事実 を i:確 に伝え 家庭での対応の仕方、学校 との連携の在 り方 をl ll言 する .

・ い じめ問題 を児 童と保護者 との ■係 を Jと 自す機会 とするよ うtll」 言す る。
相談機関等 につ いて積極的に情報提供 を行 う。
状況 に応 じて F‐

q係
.・・ 機 F‐3と の連携 をとるよ うに lllき かける .

0い じめた児章への指導
・ い じめは絶夫1に 許 きないとい う態度で臨み い じめることをやめ させ る。

い じめる ことが lH手 をどれだけ傷つけ 苦 しめて いるか に気付かせ る。
い じめて しまう気持 ちを聴き、心 の安定 をHIり 、教師 との信 l‐ 関係 をつ くる。

・よい行 いをli極 的 に
'と

つけてはめ る。
■継続 した観察

い じめが解 決 した後 も常 に観察や声かけ を行 う。
O未然防 止に向けた指導 取 り組み

児章の 自己実↓Jが 4れ るよ う、 日々の授業や学級経営の充実 を図る。
思 いや りの心 を台む道徳教育の充実 をⅨる .

児童 にい じめ ア ン
'一

卜を取 り、全児 童との面談 を行 い、 P期 発 llLに Цkり 組 I」・.

4年 生L以 上の学級 はハ イバー Qじ の結果 を活用す る。

_,_



開かれ た学校づ くりの推進 、tL域社会 との連携強化 をは るために積極的な授 業公
開や P TAtt」 l等 を充実 させ る .

13)学 校 い じめ対策委員会 の設置
い じめ√,問 題の重大性 を全教 lF■l員 が認識 し、い じめの態様や ll質 、原因や背景、

具体 的な指導 上の留意点な どにつ いて共通 1里 解 を図 り、校 11を 中心 とした 協力体 制
を確 立 し 実践 に当たる.そ のため に

生活指 導 L任 、

警察  少年係 、

で委 li会 を組織 し、指導方 ,|を 共通理解 した iで イ

スクール カ ウ ンセ ラー  教育相談担 当 養 護 ilr諭 、 I「 任

心理、福祉等 に関す る専 明的な知識 を有す る者等

iで 役割分担 し、迅速な ll応 をllめ る .

迅速かつ に確 に事実 を把握す る .

対応策や指導 に 月わ る役割 分 llを 明確 にす る。
児童 との li談 の機会 を設定す る。

保護者 に対 して学校の指導 方針 を計[明 し、家庭の l l fliと 協力を得 るよ うに努める .

情報交換 を密 に し、児童の状態や指導の方llに つ いて教師間の 共 ll理 解 を図る。
学校 全体で 協力する姿勢 をとる。

月係 者全員 (学校、保護者、教
・
l委 員会等)itよ る取 り組み を行 う.

(4)ネ ッ ト上 の い じめ の未 然 防止 。早期 発 見 の 取 り組 み
l・●示版への潮1訪  中傷 の書き込み はい じめであ り 許され る行為ではな い.掲示

版への書 き込みはに名で行 うことがで きるが、思質な内容 |ま 犯罪である .

0校内体制
指導資■1等 を活用し未然防止と早期発

'こ

に努め 教lll員 の共iE ll解 を図り rH l t的
な取 り組みを行う。 (PC担 当者によるweb上 の定期的な監督、削除要請 警察
署との連携等)

②教育‖談の充実
傾聴・ 共感的理解 受容などの教育相談の基本を大切にして児童からのサインや情
報を1/c実 にキャッチするように心がける.

0発達段階に応じた指導
いじめを,Fさ ない学級の雰囲気づくりを行い、リーフレットや啓発DV「 l等 を活用
し、危険「Lを 含めた情報モラル教育を全学年で、「「円的に実 ILす る。

OPTAと 連携した啓発活 F」

インターネットや携帯電話等の利用に関 して、家庭でのルールをつくるように啓発
する。 |セ ーフティ教室等の活用)

(5)校 内研修の推進
生活指導朝会や職員会議等でいじめリーフレットや人権ブログラ」、、DVD等 の

資■を活用 し、教職員が共i■ 理解の 卜に取り糸Hめ るよう校内1り 1修 の充実を図る。
(6)啓 発活動の継続

教 ll flが共通理解の上、学校におけるいじめへの対 lltt r、 1青 報を 頃から学校
だよリ ホー 1、 ベージ 保護者会等で積 ll17的 に公表し 保護者等の理解や協力を得
るよう努める。

(7)訴 えや情報を真摯に受け止められる教師の資質の向上
いじめは二大な人権問題であることを教職員で共il理解 し ll護 者や地llか らの

訴えを11摯 に受け :め  迅速に対応する.

0教師自ら、自分の言動と態度についての自己.T‖Iに 努める.

②校内研修会等を通して教師の言Fljと 態度についての‖If評価に努める.

0保護者や地域住民の意見や考えを取 り人オ1、 日々の指
'=の 改善 充実に努 1/る 。

‐ つ



い じめ発 見 の チ ェ ック シー ト

1 表情 態度
●笑顔がなく沈んでいる。    o視 線をそらし、合わそうとしない。
1]ぼんや りとしていることが多ぃ。0わ ざとらしくはしゃいでぃる。
|]感情の起伏が激 しい.     o表 情がさえず、́

`、

さぎ込んで元気がない.

|:)い つも 人ばっちである.

(]周 りの様子を気にし おずおずとしてぃる.

2 身体・服装
O体 にrl● 因が不Hllの 傷などがある.0け がの原因を曖 味にする。
●顔色が思く、活気がない。   ●登校時に体の不訓を訴える。
●寝不足等で顔がむくんでいる. 0服 に靴の I・ が付いている。
●ボタンがとれていたリ ボケットがIFけたりしている。
●シャッやズボンが汚れたり、破けたりしている。

3 持ち物・金銭
●かばんや筆箱等が隠される。  Oノ ー トや教科占|=i.書 きがぁる.

●机や椅子が傷つけらオlた り、落書きされていたりする.

0作品や掲示物にいたずらされる。
●靴や上lLき が隠されたり、いたずらされたりする。
●必要以 1の お金を持っている。

4 言葉・行動
●他の子どもから言葉かけを全くさオ1て いない。
●家から金品を持ち出す。
●教室にいつも遅れて入ってくる。
●すぐに保健室に行きたがる。
●いつもばつんと一人でいたり Aし いていたりする。
O登校を渋ったり 忘れ物が急に多くなったりする。
(3職 員室や保健室の小l近 でうろうろしている。
●いつも人の ltll・ がる仕事をしている。
(D不 安げに携帯電高1を いじったリ スールの着信や掲示版をチェックしたりし

て い る .

5 遊び・友人関係
Oい つも遊びの中に人れない.

●笑われたり、冷やかされたりしている。
●友達から不快に思う呼び方をされている。
(〕 よくけんかがおきる.

●グループで行 う作業の仲 FRlに 入れてモ)ら えない。
1:)特 定のグループと常に行動を共にする。
1]Frび の中で常にいやな役割を担わされている。
●イJき 合 う友達が急 に変わ った り、教師が友達の ことを聞 く
●他の 人の持 ち物 を持たせ られた り 使 い走 りをさせ られた

6 教師 との関係

●教師 と H線 を合わせな くな る .

|]教 師 との会話 を ll■ けるよ うになる。
|]教 師 と関わ ろ うとせず 避 けよ うとす る。

と嫌が った りする。
りする。
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